
500 20

使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。

［上手な使い方］
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時 5～10日

食品添加物を有効成分とする、人や環境に優しい殺ダニ剤です。
既存の薬剤に対して、抵抗性が発達したハダニ類にも優れた効果を発揮します。
物理的に作用するため、抵抗性の発達するおそれは少ないと考えられます。
天敵、訪花昆虫に対する影響が少ない殺ダニ剤です。
収穫前日まで散布可能で、使用回数制限がありません。

１．
２．
３．
４．
5．

野菜類のハダニ類対象には2000～3000倍希釈で、その他対象には2000倍希釈で、葉裏までて
いねいに散布してください。（効果・薬害）
散布液が溜まるような状態では、油浸状・茶褐色の薬害（イチゴの果実等）発生することがあ
りますので、薬液の乾きやすい時に登録の範囲内の少ない散布量で散布してください。（薬害）
高温時や日射の強い時間帯または寒暖の差が激しい時期の散布はさけてください。（薬害）
展着剤は加用しないでください。散布は本剤の単用散布でお願いします。（効果・薬害）

１．

２．

３．
４．

危険物第四類第三石油類に属するので火気には十分注意してください。

さけ、

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
（倍）

使用液量
（10a当り） 使用時期 本 剤 の 

使用回数 使用方法
プロピレングリコールモノ
脂肪酸エステルを含む
農 薬 の 総 使 用 回 数

野 菜 類 ハダニ類 1000
〜3000 100〜400ℓ

収穫前日
まで − 散布 −

うどんこ病 2000

果 樹 類 ハダニ類 1000
〜2000 200〜700ℓ

ホ ッ プ ハダニ類
うどんこ病 2000

い も 類 ハダニ類 2000
〜3000 100〜400ℓ

うどんこ病 2000

［適用病害虫と使用方法］
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